
全体結果

前回より良化 前回より悪化



アンケート結果による考察

■会社・チームへの貢献する機会
が少ない。
■自分の能力や長所を活かせる機
会がない。

■自分の能力を活かして会社やチームに貢献したと感じる機会を提供する。
■上司が褒める機会を積極的に作る。
→Iビジョン活動、その他チーム活動への積極的な参加を促す。

■自分の業務と会社の目標とのつ
ながりが不透明。
■自身のキャリアプランが見えて
いない。

■30代、入社歴6～10年目の中堅
社員が自身の能力と現在の業務と
のギャップを感じている。
■年代が上がるにつれ、作業導線、
道具の配置照明の明るさや騒音へ
の不満が大きくなっている。

■入社6～25年目の中堅社員（一
般職）の離職リスク高。
■年数が経つにつれて若手社員の
入社前後のイメージギャップが大
きくなっている。

■若手社員研修、キャリア採用者研修の充実。
■人事制度、福利厚生を全社員に周知できるようにする。
→月1回の情報発信、社内メール、社内報の閲覧率の強化（総務主体）
■育サポ研修で人財育成目標シート、自己ビジョンシートの活用方法を育サポに周知徹底（上司の管理体
制強化）。

■本人の意向をヒアリング、能力に応じた適切な配置転換。
→教育資金制度を利用した適性を広げるためのOJT、資格試験の受験・セミナー受講の促進。
■部署別で行っている改善施策の継続及びブラッシュアップ。
→行った改善のフィードバックを行い、改善の効果を実感させる。
■社員の心身状態チェック・フォロー。
→ショートサーベイ活用によるセルフチェックの定着、
定期的な声かけによるメンタル・フィジカル面のケア。

■人財育成目標シートを活用したフィードバック面談（年2回）
■月1回程度の声掛け、フォロー、面談の実施。
→期初設定時に業務と会社の目標とのつながりの共有を行う。
目標達成に向けた権限・裁量を与え、定期的な進捗確認を行う。
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エンゲージメント

衛生要因

動機付け要因

…満たされないと不満足になるが、満たされてもやる気になるわけではない。

…満たされなくても不満足にはならないが、満たされるとやる気になる。


